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博士（文学）学位請求論文審査報告要旨 
論文提出者氏名 松浦 智子 
論 文 題 目 楊家将故事形成考 
－中国近世文芸における宗族と北方社会の諸相－ 
審査要旨 
 本論文は、明代の小説『北宋志伝』および『楊家府演義』をはじめ、演劇、芸能、民間伝承においても広く流布し
ている「楊家将」故事の宋～明に至る形成過程とその社会背景を論じている。（本論文に準じ、楊家将を題材とした
諸文芸作品を「楊家将故事」と総称することとする。）楊家将故事は、中国古典戦記物語の代表作の一つであり、来
源となる史実との比較、諸文芸ジャンルに亘る作品群の文学史上の体系化やストーリーや人物像の変遷・異同な
ど、基礎研究はすでに確立しているが、「楊家将」故事形成早期の宋～明初における故事形成過程は十分に明ら
かにされたとはいえず、近年はおおむね基礎研究の定説の検証と補足的な各論の積み重ねに止まっている。特に
「楊家将」故事形成早期の宋～明初において、「どのような発想が楊家将故事の形成を促し、またその発想にはど
のような社会事情があったか」という、文学的観点から形成・発展の過程と背景を体系的に論じた研究は停滞状態
にあるといってよい。 
 本論文の著者はこの研究の停滞状況の要因として、①現存する文芸テキストの比較・変遷研究では、対象時期の
資料に乏しく、これ以上の研究の進展は望めないこと、②楊家将の事跡に関する歴史研究の成果が十分に文学研
究に反映されていないこと、を挙げ、また各論に陥りやすいプロットや人物像の個別の来源考証を、物語の大きな
枠組みに関わる体系的な研究に昇華させるために、新たな研究の視座と故事の全体を貫く何らかの文化モデルの
考察が必要であると考えるに至った。 
 以上の問題提起から、本論文は従来十分な進展のなかった宋～明初における楊家将故事の形成過程とその社
会背景を主な研究対象とし、当該時期における「中国北方社会」および「宗族」の二つの視座を新たに導入した。そ
の根拠となる着眼点は以下の通りである。 
 ①楊家将故事は、中国北方における歴史的事績を出発点としており、形成初期の状況を考察するには、当時の
北方の社会事情に基づく文芸活動の様相を視野に入れる必要がある。 
 ②楊家将故事は、武将一族の数世代に亘る活躍の系譜を物語の基軸構造とした戦記であり、この物語構造は、
後世に「家将もの」と称しうる類似の作品群を生んでいる。即ち、楊家将故事が一種の類型といいうる物語の枠組み
を形成していく過程には、「宗族」「世代」「家系」といった発想が見られる。 
 むろん、「宗族」と「北方社会」という二つの視座のみで「楊家将」故事形成過程を全面的に解説できるものではな
いが、尐なくとも北方における形成期の状況を分析するものとして、これは十分に有効な視点であり、その根拠にも
説得力があり、これまでに用いられなかった本論独自の新しい視座として評価できる。 
 このような研究目的と方法論に基づき、本論は３部から構成される。 
 第Ⅰ部は、「北方社会」からの視座に基づき、楊家将故事の題材に北方の軍事動静に由来する発想や価値観が
組み込まれていることを指摘したものである。特に第二章における「五郎為僧」故事の形成に関する抗金勢力として
の五台山の位置づけに関する論考は、新たな知見といえる。また、第三章における「比武招親」話柄に関する考察
は、「宗族構築」話柄の出現と伝播の状況を指摘したもので、第Ⅱ部以降の考察に関わるものである。 
 第Ⅱ部は、「宗族」をキーワードに、楊家将故事における「宗族の世代累積」という基幹構造の形成について、播
州楊氏という実在の宗族が、「楊家将」の名声を利用して新たな宗族の家系譜を形成していく過程に着目し、この
現実の「家系譜語り」が楊家将故事の形成に与えた影響について考察したものである。特に第一章「楊門女将『宜
娘』考」は、小説に登場する楊宜娘の原型を明らかにしたのみならず、播州楊氏が元朝の翰林文人の文筆を借り
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て宗族の地位向上を図る新たな家系伝承を構築していたと指摘するもので、新たな示唆に富むものである。
また、第二章と第三章は若干傍証に基づく推論が先行する嫌いはあるが、「楊家将の末裔」を名乗ろうとす
る播州楊氏の存在は十分に注目しえるものであり、またこれまで楊家将故事の研究においてほとんど着目
されることのなかった実在の楊氏を文芸の方面から取り上げたことは、斬新な着眼点であるといえる。 
 第Ⅲ部は、「宗族」の視座から、さらに実在の楊氏である代州の楊氏、六合の楊氏を取り上げるが、これに際して
代州の楊氏が残した家譜の石刻資料を新たに発見したことは、本論文の見るべき成果の一つである。この石刻資
料に基づき、代州楊氏の宗族権威付けの家系譜語りと楊家将の通俗文芸が相互に影響しあう中で、楊家将故事が
「世代累積型」の物語の枠組みを体系化していった具体的過程を論証した。さらに代州楊氏、六合楊氏が播州楊
氏の家系譜を取り込み、引いては「楊家将の末裔」を名乗ることで宗族の権威拡大を図った経緯を分析し、実在の
楊氏諸家の「家系譜創作」の事績から楊家将故事の基幹構造である「世代累積」の枠組みの形成モデルを提示し
た。第Ⅲ部は歴史考証の要素が強く、その成果を作品自体の文学的分析に対してもう一歩踏み込んでフィードバッ
クしてほしい感はあるが、歴史学的研究手法が活かされ、歴史のダイナミクスから文芸作品が立ち上がるプロセスを
具体的に示したことは、本論文の研究目的を十分に達成しているといえる。 
 以上の通り、本論文は楊家将故事の形成過程に関して、従来顧みられたことのない「実在の楊氏」に着目し、詳
細な歴史考証を用いて、北方社会における家系譜語りという視座から文芸の形成をモデル化した点で、従来研究
が停滞していたテーマに新たな視座を提供した独創的な論考として評価できる。よって、本論文は早稲田大学の課
程による博士（文学）の学位を授与される学術的価値を有すると判断する。 
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